
ウクライナ問題に関する志成館館長の作成文書(志成館の生徒諸氏及び興味がある保護者の方々用) 

１）副島隆彦氏「ディープステートはウクライナ戦争を第三次世界大戦にする」 ２）エマニュエル・トッド「第三次世界大戦はもう始まっている」 

現在のウクライナ問題については、色々な書籍が出ています。しかしウクライナ問題の「真実」をお知りになりたいなら、副島隆彦氏の著作「デ

ィープステイトはウクライナ戦争を第三次世界大戦にする」という名の書籍を参考になさってください。副島隆彦氏さんの２０２２年５月の著作

です。また、エマニュエル・トッドさんの「第三次世界大戦はもう始まっている」も参考になります。この 2冊はウクライナ問題の本質を見事にと

らえています。尚、副島隆彦氏さんの言うところの「ディープ・ステート」とは、アメリカ合衆国を支配する軍事企業すなわち先進資本主義国つま

り世界を支配している軍事企業を指します。私は副島隆彦氏さんの書物を読んでおり、それなりに尊敬しているのですが、彼は時には都市伝説論者

とか陰謀論者などと悪く批判されることがあるのですが、彼の理解と私の理解が近いのは、二人とも同じ書物を読んでいるからなのかもしれませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界最高の歴史家であるエマニ

ュエル・トッドさんさえも、

「このような書物を発表するに

は勇気が必要だ」と述べられて

います。つまり自由の国のフラ

ンスでも、暗殺されるか、社会

的に抹殺される可能性があると 

いうことです。自由主義社会に

も真の自由などないのです。 

副島隆彦氏さんの言われる「デ

ィープステイト」とは、アメリ

カ合衆国を支配し、ひいては世

界を支配しようとし続けてい

る、「アメリカの官産軍学複合

体制の核心部分」を指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が国際政治関係について、上掲のような見解を支持するようになった経緯を示す書籍の紹介です 
前提となっているのは、❶世界中のすべての人間を平等に尊敬し ➋すべての人たちが衣食住に困らない世界をつくること ➌地球環境が人類の存続を許さな

くなった現在では「国益」など考えず、国境がない世界を実現する必要があるという認識です 

アメリカ合衆国の自由や人権擁護の姿勢を信じていた私が、アメリカ

合衆国を疑いだしたのは、パレスチナ問題に関する国際連合の議決

で、アメリカ合衆国とイスラエルが考えられないようなひどい行動を

していることを知った時からです。その後ウイリアム・ブルム氏の下

記の本に出会い、恐るべきアメリカの実体を知った時からです。 

その後に、ノーム・チョムスキー博士に書籍に出会い、善良で誇りと美

徳を備えた個性と、誇り高い人権感覚に感動して以来、今日まで彼を敬 

愛して、現在まで学習を続けています。 

【下】ノーム・チョムスキー博士が前書き

をしている下記の「人道的帝国主義」とい

う本は、資本主義先進国に住む人たちの必

読の本になりますし、彼のアメリカの民主

主義の破綻を述べた「アメリカンドリーム

の終わり」は、現代史そしてウクライナ問

題の理解にとても役に立つと思います 

ノーム・チョムスキー博士を慕う人た

ちは世界中にたくさんいます。そのう

ちの一人に、カナダのナオミ・クライ

ンさんがいます。彼女の下記の本を読

んでいる時に「私でもこの本は書ける

し、これこそ私が書きたかった本だ」

と強く感じました(笑)。 

★★★アメリカを中心とする欧米

先進国は、中国やロシアのような社

会主義国家を憎み、同時にイスラム

国家をも憎んでいます。なぜだかわ

かりますか？それは欧米諸国が個

人の自由を最優先するのに対して、

共産主義や社会主義そしてイスラ

ム諸国家は、基本的に共存共栄を図

り、個人だけが幸せになることを良

しとしない国家だからです。エマニ

ュエル・トッドさんは上掲の本で

「家族論」という立場からこのこと

を述べられていますが、私は単純

に、アングロサクソンを中心とする

諸国家は「強欲すぎる」のであると

考えています。その理由はカルバン

主義に根差しているからであると

いう理解です。なぜカルバン派プロ

テスタントがヨーロッパで急速な

支持を得られたかを考えてくださ

い。かれらこそが「強欲である人間」

を立派だと認めたからなのです。 

【下】の４冊は中国の夢と理想を述べたもの

です。馬鹿にしないで読んでみませんか。 

【下】は現在ウクライナで闘っておられるプーチンさんに関する書籍で

す。右側の本はイギリス人の著作ですが、ゴルバチョフさんがいかにア

メリカに騙され、エリツィンさんがいかにして欧米にロシアの富を奪わ

れたかがとてもよくわかり、人によっては「プーチンさんを応援したく

なると思います。(笑)。この本の主役であるアレクサンドル・ドゥーギ

ンさんの娘のダリアさんが、最近自動車もろとも爆殺されたのです。 

【下】１９７０年代後半のイラン革命の時に、指導者のホメイ

ニ師が欧米諸国を「欲にまみれた醜い人間である」という意味

の言葉を発されたことがあるのですが、その当時の私は、全く

その通りで、勇気がある発言だと感心していたのですが、「イス

ラムの教え」についてもっと尊敬し学ぶ必要が欧米人にはある 

と思います。右の本は素晴らしいものですよ。 

【右】植民地と

して支配された

側からの視点で

の見解を「オリ

エンタリズム」

と呼ぶことがあ

ります。世界が

誇る知識人の一

人であるである

エドワード・サ

イードさんの書

籍を参考に。 



【下】ウクライナ問題に関する比較的新しい文献で、前回のテーブル会で遠藤誉さん

の「ウクライナ戦争における中国の対ロシア戦略」を使用しました。二つの本の共通 

点はバイデンさんのアメリカのひどい政策への批判です。 

【下】「撤退論」：資本主義社会はもはや維持できないという視点から

の本が大量に出版され始めました.カール・マルクスの唯物史観という 

見地からの理論と対比して、後日自分用に編集しようと思っています. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけ：読書の秋です、読んでみませんか？  どの本も、読みだすと面白くて、やめられませんよ！！ 

【左】８億人対３２億人の、地球全体で

の戦いになると、アメリカ合衆国一極支

配が続いていたここ３０年における評価

が変わって、サミュエル・ハンチントン

氏の「文明の衝突」が再び脚光を浴びる 

でしょう。 

【下】バイデンの次男のハンター・バイデンの悪

事が国内でばれつつあります。いずれウクライナ

でのとんでもない悪行がばれる時が来るでしょう. 
【下】アメリカ合衆国に騙されて国を滅ぼしたゴルバチョフさんが、死ぬまで社会主義の夢を見

ておられたという記事は、その哀れさ故に、私にある種の強い悲しみを感じさせます。プー 

チンさんは彼への怒りがあると共に、アメリカ合衆国に対する怒りの炎が燃え続けるでしょう。 

【右】日本はアメリカ

の言いなりにならない

ようにという記事が増

えています。九電も西

部ガスも三菱商事など

もロシアとの関係を維

持するように腐心して

いますが、とても良い

ことだと思います。 

【左】

「AUKUSに

参加しない

岸田さんは

偉い」とい

う上掲副島

隆彦氏の本

からの記事

です。 


